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「解答又は解答例」及び「出題の意図」 
 
1. 
(1) D   (2)B   (3)B   (4)B   (5)B 
 
2. 
a. 
 マンチェスターやリヴァプールのような工業都市は 19 世紀の間にそれぞれおおよそ 500
パーセント、700 パーセントの増加が見られ、ロンドンは 100 万人から５00 万人へと住⺠
数を拡大した。 
b. 
 同時に、労働者が工場に集中することにより、彼らの雇用者たちが彼らを支配すること
がより一層容易になった。 
c. 
 農村部に留まっているヨーロッパ人が多数派であったが、彼らでさえ、それが近代文明
の性質を定義づけるとしてその存在を感じていた。 
 









「解答又は解答例」及び「出題の意図」 
設問（１） 
 十九世紀半ばのフランスにおいては、比較的若い先代の男から教会ばなれがおこってお
り、その一方で、女性のほうは教会をささえる主力としての比重が男性よりも大きくなっ
ていた。このため、夫婦の間でも、妻は深く信仰を持っているように描かれ、夫はあまり
信仰を深く持っていないように描かれている。 
 
設問（２） 
 現代のわれわれにとっては、洗濯は電気洗濯機やコイン・ランドリーによって行われる
ものとなっており、ミレーの「洗濯女」の絵で描かれているような、巨大な樽のような洗
濯桶に壺から湯を注いでいる行為を見ても、それが洗濯の準備であるとはすぐに理解でき
ないから。 
 
設問（３） 
 日本での年末の大掃除は、掃除によってきれいにするという行為の意義だけでなく、そ
れが慣行として年末に行われることによって、大掃除を経ることが新しい年を迎えるため
の年中行事としての意味を持つようになり、毎年の年末から年始への通過儀礼としての性
格を持っている。 
 
設問（４） 
 年に一度か二度行われる「大洗濯」のために雇われる洗濯女は、水を扱う存在である。
地域によっては、こうした洗濯女が水が扱われる他の場面でも役割を果たした。たとえ
ば、出産の際の産湯や社会的誕生とも言える洗礼において湯や水を扱って力添えをする存
在となり、治療の手段として祈りを込めた泉の水を扱う役割を果たし、人々が死にゆくと
きに水で身体を清める役割も果たした。このように、洗濯以外の水を必要とする人生の重
要な場面において関わっている女性は、洗濯の場面における洗濯女としても見えること
で、洗濯の重要性を象徴する存在であったと考えている。 
 
 




